
(57)【要約】

【課題】軽量かつ高剛性を有しつつ、外観商品性の優れ

た外観部品を得る。

【解決手段】無機繊維と熱可塑性樹脂繊維を含有する基

材１Ａを加熱して、該熱可塑性樹脂繊維を溶融させた後

に成形した成形基材１の表面上１ａに、熱可塑性樹脂層

７を射出成形することを特徴とする外観部品の製造方法

。さらに、成形基材表面１ａに溝９又はスリット１０加

工を施し、その表面に熱可塑性樹脂層７を射出成形する

ことで、外観部品８の剛性を増し、変形を抑える。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 を 含 有 す る 基 材 か ら 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 と 植 物 繊 維 を 含 有 す る 基 材 か ら 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 に 、 熱 可
塑 性 樹 脂 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 成 形 基 材 の 表 面 に 、 溝 又 は ス リ ッ ト を 形 成 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 外 観 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 含 有 す る 基 材 を 加 熱 し て 、 該 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 溶 融 さ せ
た 後 に 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 上 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 射 出 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 外
観 部 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
無 機 繊 維 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 及 び 植 物 繊 維 を 含 有 す る 基 材 を 加 熱 し て 、 該 熱 可 塑 性 樹 脂 繊
維 を 溶 融 さ せ た 後 に 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 上 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 射 出 成 形 す る こ と を
特 徴 と す る 外 観 部 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
成 形 基 材 上 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 し た 後 に 、 そ の 熱 可 塑 性 樹 脂 が 冷 却 す る 前 に そ の 熱 可 塑
性 樹 脂 の 圧 縮 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 外 観 部 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
成 形 基 材 の 表 面 上 に 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 し 、 こ の 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た 成 形 基
材 の 表 面 上 に 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 射 出 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の い ず れ か
に 記 載 の 外 観 部 品 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 観 部 品 と そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 、 自 動 二 輪 車 又 は バ ギ ー 等 の 外 装 材 、 例 え ば 、 外 装 ボ デ ー に は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン
等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 成 形 部 品 、 金 属 製 鋼 板 の プ レ ス 部 品 又 は Ｆ Ｒ Ｐ （ Ｆ ｉ ｂ ｅ ｒ 　 Ｒ
ｅ ｉ ｎ ｆ ｏ ｒ ｃ ｅ ｄ 　 Ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ｓ ） 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 部 品 が 主 と し て 使 用 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 天 井 材 、 ド ア ト リ ム 等 の 自 動 車 用 内 装 材 と し て 無 機 繊 維 及 び 樹 脂 繊 維 を 含 有 す る
基 材 か ら 成 形 し た 部 材 が 使 用 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 部 に 露 出 す る 表 面 を 有 す る 外 観 部 品 で あ っ て 、 例 え ば 自 動 車 、 自 動 二 輪 車 又 は バ ギ ー
等 の 外 装 材 に 用 い ら れ る 外 観 部 品 に は 、 軽 量 か つ 高 剛 性 で 、 か つ 外 観 商 品 性 が 良 い こ と が
要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 内 部 に 露 出 す る 表 面 を 有 す る 内 装 材 に 使 用 す る 外 観 部 品 で あ っ て 、 例 え ば 自 動 車
室 内 の 内 装 材 に 用 い ら れ る 部 品 に お い て も 、 軽 量 か つ 高 剛 性 で 、 か つ 外 観 商 品 性 が 良 い こ
と が 要 求 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 金 属 製 鋼 板 の プ レ ス 部 品 は 、 外 観 商 品 性 が 良 く 、 高 剛 性 で あ る も の の 重 量 が 重 い と
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い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 熱 可 塑 性 射 出 成 形 部 品 に お い て は 、 耐 熱 性 が 低 い た め 、 耐 熱 性 が 要 求 さ れ る
部 品 に お い て は 、 そ の 部 品 の 内 側 に ア ル ミ 箔 等 の 断 熱 材 を 貼 り 付 け る 必 要 が あ る た め 、 張
り 付 け に 手 間 を 要 す る な ど の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 熱 硬 化 性 樹 脂 部 材 は 、 リ サ イ ク ル の 点 に お い て 問 題 が あ る 。
　 一 方 、 前 記 無 機 繊 維 及 び 樹 脂 繊 維 を 含 有 す る 基 材 か ら 成 形 し た 成 形 基 材 は 、 軽 量 か つ 高
剛 性 で あ る も の の 、 表 面 の 外 観 商 品 性 に 劣 る た め 、 外 観 商 品 性 が 要 求 さ れ る 内 装 材 や 外 装
材 に 使 用 す る に は 、 外 観 商 品 性 の 向 上 の た め 、 繊 維 系 表 皮 又 は レ ザ ー 表 皮 を 張 り 合 わ せ る
必 要 が あ り 、 そ の 張 り 合 わ せ に 手 間 を 要 す る な ど の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 の 外 部 に 表 面 が 露 出 す る 外 装 材 や 自 動 車 の 室 内 に 表 面
が 露 出 す る 内 装 材 、 す な わ ち 、 表 面 が 外 視 さ れ る 外 観 部 品 に お い て 、 軽 量 で か つ 高 剛 性 を
有 し 、 か つ 、 外 観 商 品 性 が よ く 、 更 に 製 造 が 容 易 で 、 リ サ イ ク ル に も よ い 外 観 部 品 と そ の
製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 を 含 有
す る 基 材 か ら 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 外 観
部 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 と 植 物 繊 維 を 含 有 す る 基 材 か ら 成 形 し
た 成 形 基 材 の 表 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 成 形 基 材 の 表 面 に 、
溝 又 は ス リ ッ ト を を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 含 有 す る 基 材 を 加 熱 し て 、 該 熱
可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 溶 融 さ せ た 後 に 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 上 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 射 出 成
形 す る こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 無 機 繊 維 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 及 び 植 物 繊 維 を 含 有 す る 基 材 を 加
熱 し て 、 該 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 溶 融 さ せ た 後 に 成 形 し た 成 形 基 材 の 表 面 上 に 、 熱 可 塑 性 樹
脂 層 を 射 出 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 発 明 に お い て 、 成 形 基 材 上 に 熱 可 塑 性 樹
脂 を 射 出 し た 後 に 、 そ の 熱 可 塑 性 樹 脂 が 冷 却 す る 前 に そ の 熱 可 塑 性 樹 脂 の 圧 縮 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 外 観 部 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 発 明 に お い て 、 成 形 基 材 の
表 面 上 に 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 し 、 こ の 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 の 表 面 上
に 熱 可 塑 性 樹 脂 層 を 射 出 成 形 す る こ と を 特 徴 と す る 外 観 部 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 又 は こ れ ら と 植 物 繊 維 か ら 外 観 部 品 を 成
形 す る た め 、 軽 量 か つ 高 剛 性 の 外 観 部 品 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 樹 脂 成 形 等 に よ り 外 観 部 品 の 表 面 に 樹 脂 層 を 有 し 、 外 観 商 品 性 良 く 仕 上 げ る こ と
が で き る た め 、 前 記 従 来 の よ う な 外 観 商 品 性 の 向 上 の た め の 繊 維 系 表 皮 又 は レ ザ ー 表 皮 の
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張 合 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 外 観 部 品 が 製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 成 形 基 材 に 無 機 繊 維 を 含 有 し て い る た め に 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 熱 可 塑
性 樹 脂 単 材 の 射 出 成 形 部 品 と 比 較 す る と 、 耐 熱 性 が 高 く 、 熱 源 を 近 く に 有 す る 部 材 で も 、
成 形 基 材 面 を 熱 源 に 向 け る こ と で 断 熱 材 の 貼 り 付 け を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 植 物 繊 維 を 使 用 す る こ と で 、 外 観 部 品 の よ り 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
　 更 に 、 従 来 の よ う な 熱 硬 化 性 樹 脂 を 使 用 し な い た め に リ サ イ ク ル 上 に も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 成 形 基 材 の 表 面 に 溝 又 は ス リ ッ ト を 施 し 、 こ の 成 形 基 材 の 表 面 上 に 、 樹 脂 を 射 出
成 形 す る こ と に よ り 射 出 樹 脂 が 溝 又 は ス リ ッ ト 部 に 侵 入 し 成 形 基 材 と の 密 着 度 を 高 め る と
共 に 、 射 出 樹 脂 が リ ブ 形 状 を 形 成 す る こ と で 、 外 観 部 品 の 剛 性 向 上 及 び 変 形 の 抑 制 を 図 る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 １ 乃 至 図 １ ０ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 初 め に 、 無 機 繊 維 と 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 含 有 す る 基 材 １ Ａ を 用 意 す る 。 ま た 、 こ の
無 機 繊 維 と 樹 脂 繊 維 に 、 更 に 植 物 繊 維 を 含 有 し た も の を 基 材 １ Ａ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ に 、 無 機 繊 維 と は 、 無 機 物 質 を 主 成 分 と す る 繊 維 で あ る 。 例 え ば 、 ガ ラ ス 繊 維 、 カ
ー ボ ン 繊 維 、 バ サ ル ト 繊 維 、 ア ル ミ ナ 繊 維 等 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 と は 、 樹 脂 を 主 成 分 と す る 長 鎖 状 の 合 成 高 分 子 か ら な る 繊 維 で あ る 。
例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 、 ポ リ エ チ レ ン 系 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 等 の 熱 可 塑 性
樹 脂 繊 維 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ポ リ エ チ レ ン 系 繊 維 は 、 溶 融 温 度 が 低 い た め に 、 低 温 に て 加 工 で き る が 、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン 系 繊 維 と 比 較 す る と 剛 性 が 弱 い 。 ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 は 、 溶 融 温 度 が 高 い た め に 、 加 工
が 施 し 難 い 。 ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 の 繊 維 は 、 ポ リ エ チ レ ン 系 繊 維 と ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 の 間
の 溶 融 温 度 で あ り 、 剛 性 が 比 較 的 高 い 割 に 加 工 が 施 し 易 い 等 の 特 徴 が そ れ ぞ れ あ る 。 外 観
部 品 の 形 状 、 使 用 用 途 等 に 応 じ て 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 使 い わ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 植 物 繊 維 と し て は 、 植 物 か ら 得 ら れ る 天 然 繊 維 で あ る 。 例 え ば 、 ケ ナ フ 、 サ イ ザ ル 等 が
あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 は 、 無 機 繊 維 の バ イ ン タ ー と し て 使 用 す る た め 、 基 材 中 の 熱
可 塑 性 樹 脂 繊 維 の 割 合 は ６ ０ ～ ４ ０ ％ 、 無 機 繊 維 の 割 合 を ４ ０ ～ ６ ０ ％ と す る の が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 無 機 繊 維 及 び 植 物 繊 維 を 基 材 と し て 使 用 す る 場 合 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 は 、 無 機 繊
維 及 び 植 物 繊 維 の バ イ ン タ ー と し て 使 用 す る た め 、 基 材 中 の 配 合 割 合 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊
維 を 前 記 と 同 様 ６ ０ ～ ４ ０ ％ 、 無 機 繊 維 を ２ ０ ～ ３ ０ ％ 、 植 物 繊 維 を ２ ０ ～ ３ ０ ％ と す る
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 の 任 意 の 無 機 繊 維 、 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 及 び 植 物 繊 維 を 所 定 量 計 量 し 、 各 繊 維 を 約 ５
０ ｍ ｍ 程 に カ ッ ト す る 。 カ ッ ト の サ イ ズ は 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。 前 記 カ ッ ト し た
繊 維 を 綿 状 に 解 繊 す る 。 こ の 解 繊 操 作 の 際 に 、 各 繊 維 は 混 合 さ れ る 。 前 記 解 繊 さ れ た 繊 維
を 積 層 し 、 ニ ー ド ル に て 絡 ま せ て 図 １ に 示 す よ う な マ ッ ト 状 の 基 材 １ Ａ を 作 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 前 記 マ ッ ト 状 の 基 材 １ Ａ を 加 熱 炉 で 加 熱 し 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を 溶 融 さ せ 、
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熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 を バ イ ン ダ ー と し て 該 溶 融 状 態 に 於 い て 、 加 熱 プ レ ス 後 に 冷 却 プ レ ス を
行 う こ と で 所 定 の 厚 み に 圧 縮 す る 。 前 記 圧 縮 を し た 後 に 所 定 の 大 き さ に カ ッ ト し て 、 図 ２
に 示 す よ う な 基 材 ボ ー ド １ Ｂ を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 前 記 基 材 ボ ー ド １ Ｂ を 再 度 加 熱 し た 後 に 、 所 望 の 形 状 に 冷 却 成 形 を 行 う 。 そ の 後
に 、 形 状 の 一 部 を 削 り 取 っ て 修 正 す る （ ト リ ミ ン グ と い う ） 作 業 を 行 い 、 成 形 基 材 １ を 得
る 。 こ の 成 形 基 材 １ の 形 状 例 と し て 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 マ ッ ト 状 基 材 １ Ａ を 加 熱 し 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 を 溶 融 さ せ た 後 に 、 所 望 の 形 状 に
冷 却 成 形 を 行 っ た 後 に 、 ト リ ミ ン グ 作 業 を 行 い 、 成 形 基 材 １ を 得 て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 基 材 ボ ー ド １ Ｂ を 、 成 形 基 材 １ と し て も よ い 。
　 次 に 、 前 記 成 形 基 材 １ の 表 面 １ ａ に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 成 形 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 射 出 成 形 の 工 程 に つ い て 図 ４ に よ り 説 明 す る 。
　 先 ず 、 前 記 成 形 基 材 １ を 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す コ ア プ レ ー ト ２ の 成 形 基 材 取 付 部 ３ に 、 図
４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 取 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ４ を 図 ４ （ ｃ ） に 示 す Ｘ 方 向 に 移 動 し 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ
う に 、 成 形 基 材 表 面 １ ａ と コ ア プ レ ー ト と の 間 に 射 出 成 形 を 行 う 空 間 （ キ ャ ビ テ ィ ） ５ を
形 成 し た 位 置 で 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 射 出 ノ ズ ル ６ よ り 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 前 記 空 間 ５ 内 に 必 要 量 の 溶 融 し た 熱
可 塑 性 樹 脂 ７ を 射 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 射 出 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て 、 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ブ タ ジ エ ン
ス チ レ ン 共 重 合 体 、 ポ リ ア ミ ド （ ナ イ ロ ン ） 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 が あ げ ら れ る 。 射 出 樹 脂 は 、 外 観 部 品 の 使 用 環 境 、 使 用 部 位 又 は
顧 客 の 要 求 に よ り 使 い 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ４ を Ｘ 方 向 に 更 に 移 動 し て 、 前 記 空
間 ５ 内 に 注 入 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ を 、 そ の 高 温 時 に 圧 縮 し 、 そ の 後 に 冷 却 を 行 う 。 圧 縮
を 行 う こ と に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 表 面 が 極 め 細 や か と な り 、 外 観 商 品 性 を よ り 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。 な お 、 圧 縮 工 程 を 有 し な く て も 外 観 商 品 性 の 良 い 外 観 部 品 は 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 成 形 基 材 １ に 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 、 及 び 射 出 樹 脂 ７ に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 使 用 し て い る
た め 、 成 形 基 材 １ 表 面 に 高 温 高 圧 で 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 を 行 う と 、 成 形 基 材 １ が 変 形 す る
お そ れ が あ る 。 そ の た め 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 は 低 圧 に て 行 う こ と が 望 ま し い 。 熱 可 塑 性 樹
脂 の 射 出 を 低 圧 に て 行 う と 、 射 出 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ を 成 形 基 材 １ の 表 面 １ ａ に 均 一 に 射 出 成
形 す る こ と が 困 難 と な る 。 そ の た め 、 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ を 低 圧 に て 射 出 し た 後 に 、 そ の 熱 可
塑 性 樹 脂 ７ を 、 高 温 状 態 で 圧 縮 す る こ と に よ り 、 成 形 基 材 表 面 １ ａ 上 に 射 出 熱 可 塑 性 樹 脂
７ を 均 一 に 射 出 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ ら 一 連 の 工 程 に よ り 、 成 形 基 材 表 面 １ ａ に 樹 脂 層 ７ が 射 出 成 形 さ れ る 。
　 次 に 、 図 ４ （ ｅ ） の 状 態 か ら キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ４ を Ｙ 方 向 へ 移 動 し て 脱 型 し 、 図 ４ （
ｆ ） に 示 す よ う な 外 観 部 品 ８ を 得 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 実 施 例 で は 成 形 基 材 表 面 １ ａ を 平 面 に 形 成 し た が 、 前 記 図 ３ に 示 す 成 形 基 材 表 面 １
ａ に 、 成 形 基 材 １ の 表 裏 を 貫 通 し な い 溝 ９ 、 又 は 成 形 基 材 １ の 表 裏 を 貫 通 す る ス リ ッ ト １
０ の 加 工 を 施 し て も 良 い 。 こ の 溝 ９ 又 は ス リ ッ ト １ ０ の 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 １ に つ い て
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図 ５ 乃 至 図 １ ０ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ は 溝 ９ の 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 １ の 斜 視 図 、 図 ６ は 溝 ９ の 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 １
の 上 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ５ に 示 す 溝 ９ の 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 の 表 面 １ ａ に 熱 可 塑 性
樹 脂 層 ７ を 射 出 成 形 し た Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ５ の 成 形 基 材 １ に 、 溝 ９ の 代
り に ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。 図 ９ は 、 図 ８ に 示 す ス リ ッ
ト 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 表 面 １ ａ に 樹 脂 層 を 射 出 成 形 し た 外 観 部 品 の 図 ７ と 同 様 な 位 置 の
断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 図 ９ を 斜 め 下 か ら 見 た 外 観 部 品 に お け る 中 央 部 で 切 断 し た 斜 視
図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 成 形 基 材 １ の 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ を 射 出 成 形 す る 側 の 面 １ ａ に 、 図 ５ 乃 至 図 １ ０ に 示 す
よ う な 成 形 基 材 １ の 表 裏 を 貫 通 し な い 溝 ９ 、 又 は 成 形 基 材 １ の 表 裏 を 貫 通 す る ス リ ッ ト １
０ の 加 工 を 、 基 材 ボ ー ド １ Ｂ か ら 成 形 基 材 １ を 成 形 す る 時 に 同 時 に 行 う 。 な お 、 成 形 基 材
１ を 成 形 し た 後 に 溝 ９ 又 は ス リ ッ ト １ ０ の 加 工 を 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 溝 ９ 又 は ス リ ッ ト １ ０ は 、 所 望 の 間 隔 で 所 望 の 本 数 を 形 成 す る 。 図 ５ 乃 至 図 ７ に 示
す 溝 の 断 面 は 、 三 角 形 の も の で 例 示 し た が 、 四 角 形 、 半 円 形 等 の 所 望 の 形 状 に 形 成 し て も
よ い 。 な お 、 図 で は 溝 又 は ス リ ッ ト を 平 行 に 図 示 し た が 、 溝 又 は ス リ ッ ト は 、 平 行 に 施 す
必 要 は な く 、 交 差 し た り 、 Ｖ 字 型 に す る 等 所 望 の 位 置 に 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 成 形 基 材 表 面 １ ａ に 溝 ９ 又 は ス リ ッ ト １ ０ の 加 工 を 施 し て お く こ と で 、 表 面 に 射 出 さ れ
た 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ の 一 部 が 、 溝 ９ 部 又 は ス リ ッ ト １ ０ 部 に 侵 入 す る 。 こ の こ と に よ り 、 図
９ 及 び 図 １ ０ で 示 す よ う に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 ７ に リ ブ １ １ が 一 体 に 形 成 さ れ て 、 リ ブ 構 造
が 形 成 さ れ 、 外 観 部 品 ８ の 剛 性 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 リ ブ 構 造 を 形 成 す る こ と に よ り
、 外 観 部 品 の 反 り 等 に よ る 変 形 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 成 形 基 材 表 面 １ ａ に 溝 や
ス リ ッ ト 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 成 形 基 材 １ の 表 面 積 が 増 大 し 、 成 形 基 材 表 面 １ ａ と 射 出
熱 可 塑 性 樹 脂 ７ と の 接 触 面 積 が 増 大 す る こ と に よ り 、 成 形 基 材 １ と 射 出 熱 可 塑 性 樹 脂 ７ と
の 密 着 度 を 増 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 前 記 の 製 造 工 程 に よ る 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ガ ラ ス 繊 維 ４ ０ ～ ６ ０ ％ と ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 ６ ０ ～ ４ ０ ％ を 基 材 と す る 。 該 基 材 か
ら 基 材 マ ッ ト を 形 成 す る 。 該 基 材 マ ッ ト を そ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 が 溶 融 す る 温 度 に 加
熱 し 、 所 定 の 厚 み に 圧 縮 し 、 基 材 ボ ー ド に 成 形 す る 。 該 基 材 ボ ー ド を 加 熱 後 、 冷 却 成 形 し
、 成 形 基 材 と す る 。 こ こ で 、 必 要 に よ り 、 成 形 基 材 の 成 形 と 同 時 に 、 成 形 基 材 の 表 面 に 溝
又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 す 。 該 成 形 基 材 表 面 に ポ リ プ ロ ピ レ ン を 射 出 し 、 樹 脂 が 冷 却 す る 前
に 圧 縮 成 形 し 、 外 観 部 品 を 製 造 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 カ ー ボ ン 繊 維 ４ ０ ～ ６ ０ ％ と ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 ６ ０ ～ ４ ０ ％ を 基 材 と す る 。 該 基 材
か ら 基 材 マ ッ ト を 形 成 す る 。 該 基 材 マ ッ ト を そ の ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 が 溶 融 す る 温 度 に
加 熱 し 、 所 定 の 厚 み に 圧 縮 し 、 基 材 ボ ー ド に 成 形 す る 。 該 基 材 ボ ー ド を 加 熱 後 、 冷 却 成 形
し 、 成 形 基 材 と す る 。 こ こ で 、 必 要 に よ り 、 成 形 基 材 の 成 形 と 同 時 に 、 成 形 基 材 の 表 面 に
溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 す 。 該 成 形 基 材 表 面 に ポ リ プ ロ ピ レ ン を 射 出 し 、 樹 脂 が 冷 却 す る
前 に 圧 縮 成 形 し 、 外 観 部 品 を 製 造 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 カ ー ボ ン 繊 維 ２ ０ ～ ３ ０ ％ と ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 ６ ０ ～ ４ ０ ％ と ケ ナ フ 繊 維 ２ ０ ～ ３
０ ％ を 基 材 と す る 。 該 基 材 か ら 基 材 マ ッ ト を 形 成 す る 。 該 基 材 マ ッ ト を そ の ポ リ プ ロ ピ レ
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ン 系 繊 維 が 溶 融 す る 温 度 に 加 熱 し 、 所 定 の 厚 み に 圧 縮 し 、 基 材 ボ ー ド に 成 形 す る 。 該 基 材
ボ ー ド を 加 熱 後 、 冷 却 成 形 し 、 成 形 基 材 と す る 。 こ こ で 、 必 要 に よ り 、 成 形 基 材 の 成 形 と
同 時 に 、 成 形 基 材 の 表 面 に 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 す 。 該 成 形 基 材 表 面 に ポ リ ア ミ ド を 射
出 し 、 樹 脂 が 冷 却 す る 前 に 圧 縮 成 形 し 、 外 観 部 品 を 製 造 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 カ ー ボ ン 繊 維 ２ ０ ～ ３ ０ ％ と ポ リ プ ロ ピ レ ン 系 繊 維 ４ ０ ～ ６ ０ ％ と サ イ ザ ル 繊 維 ２ ０ ～
３ ０ ％ を 基 材 と す る 。 該 基 材 か ら 基 材 マ ッ ト を 形 成 す る 。 該 基 材 マ ッ ト を そ の ポ リ プ ロ ピ
レ ン 系 繊 維 が 溶 融 す る 温 度 に 加 熱 し 、 所 定 の 厚 み に 圧 縮 し 、 基 材 ボ ー ド に 成 形 す る 。 該 基
材 ボ ー ド を 加 熱 後 、 冷 却 成 形 し 、 成 形 基 材 と す る 。 こ こ で 、 必 要 に よ り 、 成 形 基 材 の 成 形
と 同 時 に 、 成 形 基 材 の 表 面 に 溝 又 は ス リ ッ ト 加 工 を 施 す 。 該 成 形 基 材 表 面 に ポ リ エ チ レ ン
テ レ フ タ レ ー ト を 射 出 し 、 樹 脂 が 冷 却 す る 前 に 圧 縮 成 形 し 、 外 観 部 品 を 製 造 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 基 材 マ ッ ト を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 基 材 ボ ー ド を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 成 形 基 材 の 形 状 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 射 出 成 形 工 程 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ 】 成 形 基 材 の 表 面 に 溝 加 工 を 施 し た 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 成 形 基 材 表 面 に 溝 加 工 を 施 し た 上 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 す 成 形 基 材 表 面 に 溝 加 工 を 施 し た Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ の 成 形 基 材 表 面 に 溝 の 代 り に ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す ス リ ッ ト 加 工 を 施 し た 成 形 基 材 １ の 表 面 １ ａ に 樹 脂 層 を 射 出 成 形 し た
外 観 部 品 の 図 ７ と 同 様 な 位 置 の 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ を 斜 め 下 か ら 見 た 外 観 部 品 に お け る 中 央 部 で 切 断 し た 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 　 　 　 成 形 基 材
　 ５ 　 　 　 　 キ ャ ビ テ ィ
　 ６ 　 　 　 　 射 出 口
　 ７ 　 　 　 　 熱 可 塑 性 射 出 樹 脂
　 ９ 　 　 　 　 溝
　 １ ０ 　 　 　 ス リ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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